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新年明けましておめでとうございます。北海道医

師会の皆様には、日頃より道政の推進にご理解とご

支援を賜り、心から感謝申し上げます。

昨年を振り返りますと、戦後80年を迎える中、北

方領土の早期返還に向け、ご高齢となられた元島民

の方々の切実な思いに寄り添い、全ての府省と都府

県のご協力を得て全国で署名運動を展開しました。

今後も粘り強く取組を続けてまいります。

また、長引く物価高により、道民の皆様の生活や

事業者の方々の経営が非常に厳しい状況にある中、

累次の経済対策を実施してきており、引き続き必要

な対応を進めてまいります。

さらには、様々な環境変化で生じる課題やリスク

への対応が求められた年でした。カムチャツカ半島

付近の地震を踏まえた津波避難対策や、青森県東方

沖の地震とその後初めて発表された北海道・三陸沖

後発地震注意情報への対応、道警察や自衛隊との連

携などによるヒグマ対策の強化、養鶏場での高病原

性鳥インフルエンザの防疫措置に取り組んだほか、

諸外国の政策変更によるグローバルリスクにも対応

してまいりました。

そして、新たに制定した北海道こども基本条例に

基づき、社会全体で子育てを支える地域づくりを進

めるとともに、持続可能な医療提供体制の構築に向

け、医師等医療従事者の確保対策をはじめとした地

域医療の確保やがん対策の総合的な推進、生活困窮

者への支援や介護職員の処遇改善等を通じた介護人

材の確保など多くの施策を進めてまいりました。

泊発電所３号機については、道民の皆様からいた

だいた声、関係自治体のご判断やご意見、そして道

議会でのご議論を踏まえ、熟慮を重ね、再稼働に同

意することとしました。原発の安全の追求には終わ

りはないとの認識のもと、安全対策などを国や北電

に申し入れ、道として防災対策に一層取り組んでま

いります。

一方、新千歳空港の旅客数が開港以来最多となる

など観光需要が回復してきている中、北海道のシン

ボルでもある道庁赤れんが庁舎が大改修を終え、リ

ニューアルオープンから１か月で10万人以上の方々

にお越しいただきました。引き続き北海道の歴史・

文化や観光情報の発信拠点として愛される施設とな

るよう取り組んでまいります。

地球規模の気候変動により頻発する自然災害など

様々なリスクから道民の皆様の命と暮らしを守るこ

とを最優先としつつ、ゼロカーボン北海道の先を見

据え、地域との共生を前提とした良質な投資を呼び

込み、環境と経済の好循環の実現を目指すとともに、

グローバルな視点に立ち、市町村の特色ある取組を

支援し、本道が未来に向けて成長することで、日本

の発展にも貢献していきます。

昨年12月には、医療法等が改正され、高齢化に伴

う医療ニーズの変化や人口減少を見据え、地域での

良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制を構築

するため、地域医療構想の見直しや医師偏在是正に

向けた総合的な対策、医療DXの推進などに必要な

措置が講じることとされたところです。

道では、本年も引き続き、医師会の皆様と連携し、

保健・医療・福祉の充実に向けて、「『こどもまんな

か社会』の実現」「暮らしを守る地域医療の確保と

健康づくり・感染症対策等の推進」「誰もが暮らし

やすい社会の構築」「医療・福祉サービスを担う人

材の養成・確保」という４つの重点政策の柱に沿っ

て施策を展開することとしております。

北海道という挑戦の大地で生まれ、成長に向けて

灯してきた希望の種火を、皆様と大切に大きく育て、

北海道を新たなステージに押し上げていくために全

力で取り組んでまいりますので、ご理解とご協力を

お願い申し上げます。

本年が、北海道医師会の皆様にとりまして大きな

飛躍の年になりますよう心からお祈り申し上げ、新

年のご挨拶といたします。
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